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筆
者
は
、
6
年
半
前
の
1
9
9

9
年
9
月
、
鹿
児
島
市
内
に
在
宅

医
療
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
る

ナ
カ
ノ
在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
設
し
た
。
在
宅
医
療
（
介
護
）

は
、
診
療
所
、
病
院
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
シ
ョ
ン
、
介
護
施
設
な
ど
、

様
々
な
医
療
（
介
護
）
サ
ー
ビ
ス

が
連
携
す
る
チ
ー
ム
医
療
で
あ

る
。前

稿
で
述
べ
た
が
、
ナ
カ
ノ
在

宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設
立
理
念

は
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
構

想
そ
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

在
宅
チ
ー
ム
医
療
の
要
と
し
て
の

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
に
つ
い
て

述
べ
、
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
す
る

た
め
の
要
件
に
つ
い
て
、
私
の
経

験
談
を
交
え
つ
つ
解
説
し
て
い
き

た
い
。

今
回
の
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

の
要
件
は
、
連
携
を
進
め
る
た
め

の
推
進
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
在

宅
療
養
支
援
診
療
所
の
創
設
で
、

今
後
、
他
職
種
や
他
事
業
所
間
で

の
連
携
が
加
速
さ
れ
、
チ
ー
ム
医

療
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

一
口
に
チ
ー
ム
医
療
と
言
っ
て

も
表
に
示
し
た
よ
う
に
、

1)
良
質
な
連
携
シ
ス
テ
ム
を

構
築
で
き
る
こ
と

2)
チ
ー
ム
の
各
構
成
メ
ン
バ

ー
が
優
れ
て
い
る
こ
と

こ
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
条
件
で
あ
る
。
1)
の

要
件
を
満
た
す
た
め
に
は
I
T
を

有
効
活
用
し
、
2)
の
要
件
を
満

た
す
た
め
に
は
教
育
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
が
チ
ー
ム
医
療
の
実
現

に
は
肝
要
で
あ
る
。

表
の
1)
の
要
件
は
、
I
T
の

有
効
活
用
で
ク
リ
ア
で
き
る
。
逆

に
言
え
ば
、
I
T
の
活
用
な
し
に
、

チ
ー
ム
医
療
の
実
現
や
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
の
運
営
は
不
可
能
で

あ
る
（
将
来
的
に
）、
と
考
え
る
。

情
報
時
代
の
到
来
が
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
や
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
在
宅
医
療
の
実
現
を
可
能

に
す
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
の
産
業
時
代
の
仕
事
の

あ
り
方
が
上
意
下
達
主
義
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
来
る
べ
き
情
報
時

代
の
仕

事
の
あ

り
方
は

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

型
（
チ

ー
ム
医

療
）
に

変
化
し

て
行
く

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
情
報
の
コ
ス

ト
が
著
し
く
低
下
し
た
た
め
で
あ

る
。
情
報
コ
ス
ト
が
高
い
時
は
、

皆
の
知
恵
を
総
括
す
る
に
は
あ
ま

り
に
も
経
済
効
率
が
悪
く
（
情
報

交
換
の
コ
ス
ト
が
高
い
）、
一
部

の
幹
部
の
み
の
意
思
決
定
で
組
織

が
動
い
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
。

情
報
コ
ス
ト
が
著
し
く
低
下
し
た

情
報
社
会
で
は
、
皆
の
知
恵
を
拝

借
、
調
整
す
る
方
が
全
体
の
仕
事

効
率
は
良
く
、
将
来
は
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
の
仕
事
の
形
態
に
シ
フ
ト

し
て
い
く
こ
と
が
予
測
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
構
造
変
化
は
、
か
つ

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
で
起
き

た
こ
と
で
、
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
端
末
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
が
機
能

し
て
い
た
時
代
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン

の
爆
発
的
進
化
に
伴
い
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
サ
ー
バ
方
式
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
に
進
化
し
て
き
た
歴
史
が

22

チーム医療の要としての
在宅療養支援診療所

は
じ
め
に

チ
ー
ム
医
療
実
践

の
た
め
の
要
件

I
T
の
有
効
活
用

〔表〕チーム医療実現のための要件と対策
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あ
る
。
そ
し
て
昨
今
、
政
治
の
世

界
で
も
、
地
方
分
権
が
盛
ん
に
叫

ば
れ
、
大
き
な
政
府
か
ら
小
さ
な

政
府
へ
の
転
換
が
実
行
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
し
か
る
に
、
我
が
医
療

（
介
護
）
界
で
は
、
旧
来
の
産
業

型
構
造
の
組
織
（
上
意
下
達
主
義

的
仕
事
様
式
）
が
未
だ
多
く
残
存

し
、
と
り
わ
け
I
T
化
が
非
常
に

遅
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
感
じ

る
。医

療
法
人
ナ
カ
ノ
会
で
は
、
ナ

カ
ノ
在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設

以
来
、
電
子
カ
ル
テ
″ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス

の
運
用
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
、
院
内
電
子
メ
ー
ル
を
用
い
た

ス
タ
ッ
フ
全
員
で
の
情
報
共
有
交

換
、
集
金
は
銀
行
引
き
落
と
し
、

支
払
い
は
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で

行
い
、
I
T
を
診
療
、
経
営
の
両

面
で
有
効
活
用
し
て
き
た
。
ス
タ

ッ
フ
全
員
が
、
携
帯
電
話
は
24
時

間
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い
る

が
、
急
ぎ
で
は
な
い
連
絡
は
、
で

き
る
だ
け
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
間
の

情
報
伝
達
が
格
段
に
良
く
な
り

（
低
負
荷
状
態
で
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
自
体
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

っ
た
。
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
プ
ラ
イ

″

マ
リ
ー
ナ
ー
シ
ン
グ→

担
当
看

護
師
制
だ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
ナ

カ
ノ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

訪
問
看
護
部
門
は
常
勤
看
護
師
7

名
（
＋
非
常
勤
看
護
師
2
名
）
で

の
チ
ー
ム
ナ
ー
シ
ン
グ
が
情
報
伝

達
の
工
夫
で
可
能
と
な
っ
て
い

る
。ナ

カ
ノ
在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
、
こ
の
3
月
か
ら
常
勤
医
3
名

体
制
と
な
っ
た
が
、
常
勤
医
3
名

で
の
チ
ー
ム
診
療
が
で
き
な
い
か

ど
う
か
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
全
国
的

に
は
複
数
医
で
在
宅
療
養
支
援
診

療
所
を
運
営
し
て
い
る
診
療
所
も

あ
る
が
、
多
く
の
施
設
は
担
当
医

制
で
、
完
全
な
チ
ー
ム
診
療
体
制

を
展
開
し
て
い
る
施
設
は
、
ま
だ

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
複
数
医
チ
ー
ム
診
療
を
実

現
す
る
た
め
に
、
在
宅
医
療
に
お

け
る
ナ
カ
ノ
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス

（
在
宅
医
療
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ

ス
）
を
つ
く
り
、
活
用
し
よ
う
と

活
動
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
パ
ス
が
完
成
す
れ
ば
、
今

後
の
診
診
連
携
の
た
め
の
一
つ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
。
ナ
カ
ノ
パ
ス
は
、
ナ
カ
ノ
在

宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
み
で
作
成

す
る
の
で
は
な
く
、
全
国
の
先
進

的
な
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
と
連

携
し
て
パ
ス
を
進
化
さ
せ
、
共
有

利
用
し
て
い
こ
う
と
計
画
し
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
が

こ
の
作
業
を
可
能
と
し
て
い
る
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
利
用
し
て
い
る

電
子
カ
ル
テ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は
、

東
京
の
吉
原
正
彦
先
生
が
開
発
さ

れ
た
ソ
フ
ト
で
あ
る
が
、
メ
ン
バ

ー
1
5
0
0
名
ほ
ど
の
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
上
で
、
リ
ナ
ッ
ク
ス
的

進
化
を
遂
げ
て
い
る
。
同
様
に
、

ナ
カ
ノ
パ
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
育
て
上
げ
て
い
く
計
画
で
あ

る
。表

の
2)
の
要
件
を
満
た
す
た

め
に
、
教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
は
、
非
常
に
重
要
と
考
え
る
。

教
育
環
境
の
整
備
に
も
I
T
を
フ

ル
活
用
し
て
い
る
。
院
内
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
で
は
、
毎
日
、
患
者

様
の
問
題
点
、
対
策
な
ど
に
つ
い

て
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
（
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
、
お
よ
び
毎
朝
の
ス

タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
）。

ま
た
、
院
内
で
解
決
で
き
な
い
よ

う
な
問
題
は
、
在
宅
医
療
関
係
の

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト（
在
宅
主
治

医
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
T
F

C
）
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、

多
様
な
情
報
を
得
て
い
る
。

大
切
な
こ
と
は
、
我
々
の
医
療

分
野
は
知
識
産
業
で
あ
っ
て
、
肉

体
労
働
産
業
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。全
員
で
勉
強
し
て
、例

え
ば
褥
創
に
ガ
ー
ゼ
は
有
効
ど
こ

ろ
か
逆
に
悪
化
さ
せ
る
、
と
い
う

知
見
を
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
共
有
で

き
れ
ば
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
と
い
う

安
い
材
料
と
、
家
族（
ま
た
は
ヘ

ル
パ
ー
）の（
人
件
費
が
安
い
）ケ

ア
で
、
褥
創
は
あ
っ
と
い
う
間
に

治
っ
て
し
ま
う（
ラ
ッ
プ
療
法
）。

こ
の
よ
う
に
正
確
な
情
報
を
収

集
し
、
共
有
す
る
こ
と
で
、
在
宅

医
療
の
コ
ス
ト
を
下
げ
、
か
つ
そ

の
質
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
在
宅
医
療
の
ト
ー
タ
ル
の
コ

ス
ト
を
下
げ
な
け
れ
ば
、
在
宅
医

療
そ
の
も
の
が
将
来
的
に
は
普
及

し
な
い
だ
ろ
う
。

医
療
法
人
ナ
カ
ノ
会
で
は
、
全

国
か
ら
多
く
の
講
師
を
招
い
て
勉

強
会
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
勉

強
会
に
は
、
他
連
携
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
居
宅
支
援
事
業
所

の
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
さ
せ
、
一
緒

に
勉
強
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

連
携
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
レ

ベ
ル
が
上
が
れ
（
賢
く
な
れ
）
ば
、

連
携
す
る
我
々
ナ
カ
ノ
ス
タ
ッ
フ

も
楽
に
な
る
。

医
療
法
人
ナ
カ
ノ
会
で
は
、

「
一
生
懸
命
働
か
ず
、
賢
く
働
こ

う
」
を
合
言
葉
に
し
て
い
る
。
皆

で
知
恵
を
出
し
合
い
、
楽
し
て
、

仕
事
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
知
恵

を
絞
り
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
自

分
の
仕
事
の
価
値
を
高
め
、
ナ
カ

ノ
会
全
体
の
価
値
を
高
め
つ
つ
、

自
ら
の
収
益
を
増
や
し
、
快
適
な

仕
事
の
環
境
が
構
築
で
き
る
よ
う

に
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
全
員
（
ナ
カ

ノ
会
全
体
）
で
努
力
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
お
互
い
勉
強
し
合
っ

て
賢
く
な
り
、
業
務
分
担
し
て
連

携
を
深
め
、
I
T
（
電
子
カ
ル
テ
）

を
用
い
連
携
の
コ
ス
ト
を
安
く
し

て
、
楽
し
て
仕
事
の
質
を
高
め
、

地
域
社
会
に
良
質
な
在
宅
（
地
域
）

医
療
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
こ

れ
が
、
我
々
の
最
終
目
標
で
あ
る
。

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
創
設

は
、
こ
の
我
々
の
活
動
に
拍
車
を

か
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

共
同
診
療
体
制
（
チ
ー
ム

診
療
）
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
育
環
境
の
整
備

一
生
懸
命
働
か
ず

賢
く
働
こ
う


